
 

Adaptive Server Anywhereの 
接続におけるトラブルシューティング 
 
概要 
このホワイトペーパーでは、ODBC またはEmbedded SQL を使用するクライアント・アプリケーションが

Adaptive Server Anywhere に接続できない場合のトラブルシューティングについて説明します。 

クライアント・アプリケーションからの接続では、最初にデータベース・サーバを特定し、データベース、ユーザ

ID 、パスワードの情報を使用して、そのサーバ上のデータベースに接続します。アプリケーションがデータベー

ス・サーバを特定できず、接続が失敗して"データベースサーバが起動されていません"というエラーを返す場合

について説明します。 

この項では、基礎的な内容を説明します。後の項では、TCP/IP ネットワークおよびSPX またはIPX ネットワー

クでの接続のトラブルシューティングについて説明します。 

 

Adaptive Server Anywhere のバージョン 

このホワイトペーパーでは、Adaptive Server Anywhere 6 以降について説明しています。 

一部の内容はSQL Anywhere 5.5 にも該当しますが、SA 5.5 とAdaptive Server Anywhere の類似点および

相違点については説明されていません。特に例については、大幅に変更しない限りSA 5.5 では動作しません。

一部の例では、簡潔にするためにAdaptive Server Anywhere 7 の実行可能ファイル名を使用しますが、特に

記述がある場合を除き、すべての例は他のバージョンにも適用できます。他のAdaptive Server Anywhere の

バージョンの場合は、実行可能ファイル名の7 をメジャーバージョン番号に置き換えてください。多くの例および

トラブルシューティング手順では、dbping ユーティリティを使用します。Adaptive Server Anywhere 6.0.1 には、

このユーティリティは含まれていません。Adaptive Server Anywhere 6.0.1 を使用している場合は、新しい

バージョンへのアップグレードをお勧めします。新しいバージョンには、大幅なパフォーマンスの改善を初めとし

て、多数の改善点および修正点があります。Adaptive Server 

Anywhere 6.0.1 をアップグレードできない場合は、 

dbisql –c “uid=dba;pwd=sql;<ping connection parameters>”      を 

dbping –c “<ping connection parameters>”.              の代わりに使用できます。 

 

パーソナル・サーバとネットワーク・サーバ 

Adaptive Server Anywhere Personal Server のdbeng7 は、共有メモリプロトコルをすべてのプラットフォー

ムでサポートしています。また、ほとんどのプラットフォームでローカルTCP/IP リンクをサポートしています。

ネットワークサーバのdbsrv7 は、共有メモリおよびTCP/IP をすべてのプラットフォームでサポートしています。 

一部のAdaptive Server Anywhere のバージョンとプラットフォームの組み合わせでは、さらにSPX 、IPX 、
NetBIOS 、名前付きパイプのうちの1 つまたは複数をサポートしています。ほとんどのアプリケーションおよび

ユーザにとって、TCP/IP リンクは最も信頼性が高く効率的なネットワーク通信プロトコルです。アプリケーション

は、パーソナルサーバを実行しているマシンからだけ、パーソナルサーバに接続することができます。ネット

ワークサーバは、任意のマシンからの接続をサポートしています。ただし、共有メモリおよび名前付きパイプの

プロトコルは、クライアントと同一マシン上で実行しているサーバへの接続にだけ使用することができます。 
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LAN 接続のト ラブルシューテ ィング接続のト ラブルシューテ ィング接続のト ラブルシューテ ィング接続のト ラブルシューテ ィング

この項では、 ク ラ イアン ト ・ マシンとサーバ ・ マシンの両方が同一のローカル ・ エ リ ア ・
ネッ ト ワーク (LAN) 上に存在する場合に、 ク ライアン トがサーバを特定するために必要な

データベース ・ サーバのコマンド ・ ラ イン ・ スイ ッチおよびク ライアン ト接続パラ メータ
について説明します。

サーバの起動サーバの起動サーバの起動サーバの起動

両方のマシンが同一の LAN 上にある場合、 ネッ ト ワーク ・サーバを起動する通常のコマン

ドは以下のとおりです。

dbsrv7 –x <remote communication link> -n <server name> <database file>

例を示します。

dbsrv7 –x tcpip –n my_asa_srv my_database.db

他のサーバやデータベース用のコマンド ・ ラ イン ・ スイ ッチを指定するこ と もできますが、
-n および -x は、 接続の確立に必要なスイ ッチです。

データベース ・ ファ イルの前にある -n という コマンド ・ ラ イン ・ スイ ッチは、 サーバ名を

指定します。 -n オプシ ョ ンを指定しない場合は、 Adaptive Server Anywhere サーバ名は最初

のデータベースのエイ リ アスにな り ます。 データベースのエイ リ アスは、 データベース ・
ファ イルの後に -n スイ ッチで指定します。 デフォルトは、 パスや拡張子を削除したデータ

ベース ・ ファ イル名です。 Windows では、 Adaptive Server Anywhere サーバのウ ィンド ウ ・

タ イ トルにサーバ名が表示されます。

-x という コマンド ・ ライン ・ スイ ッチは、 サーバへの接続に使用できるネッ ト ワーク ・ プ

ロ ト コルを指定します。 プロ ト コル名の後に通信パラ メータを使用して接続プロ ト コルを
指定するこ とができますが、 これらのパラ メータは、 通常はサーバがク ラ イアン ト ・ マシ
ンと別の LAN 上にある場合にだけ必要です。 これらのパラ メータについては、後で説明し

ます。

クライアン ト側の接続パラメータクライアン ト側の接続パラメータクライアン ト側の接続パラメータクライアン ト側の接続パラメータ

ク ラ イアン ト側では、 同一の LAN 上にある Adaptive Server Anywhere に接続するのに必要

な接続パラ メータは、通常はサーバ名および CommLinks だけです。サーバ名パラ メータは、

データベース ・ サーバでの -n スイ ッチに相当します。 CommLinks パラ メータは、 データ

ベース ・ サーバでの -x スイ ッチに相当します。

たとえば、 Adaptive Server Anywhere サーバ my_asa_srv への TCP/IP 接続をテス トするには、

以下の形式のコマンド ・ ラ インを使用します。

dbping –c “ServerName=my_asa_srv;CommLinks=tcpip”

たとえば、 ユーザ ID"fred" とパスワード "flintstone" を使用して、 my_asa_srv 上のデフォル

トのデータベースへの接続をテス トするには、 以下のよ うに入力します。
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dbping –d –c “eng=my_asa_srv;links=tcpip;uid=fred;pwd=flintstone”

接続パラ メータ名では大文字と小文字が区別されませんが、 一部のパラ メータの値では区
別されます。 たとえば、 大文字と小文字が区別されるデータベースでは UiD=fred で接続で

き、 UiD=Fred では接続できない場合があ り ます。

ServerName、 EngineName、 ENG は同義語です。 また、 CommLinks と Links も同義語です。

通信リンクの開始確認通信リンクの開始確認通信リンクの開始確認通信リンクの開始確認

接続できない場合は、使用する通信リ ンクが Adaptive Server Anywhere のサーバと ク ライア

ン トの両方で正し く開始できるこ とを確認します。 たとえば、 同一のサーバ名を持つ 2 つ

のデータベース ・ サーバを 1 つの TCP/IP または SPX ネッ ト ワークで起動するこ とはでき

ません。 2 つ目のサーバを起動しても、 通信リ ンクが競合するため正し く起動しません。

サーバで通信リンクが開始されたことを確認するには ：

1． データベース ・ サーバ ・ ウ ィ ンド ウに以下の行が表示されているこ とを確認します。

<communication link> を開始しています

<communication link> は正常に開始しました

<communication link> 通信リ ンクを起動しませんでした。 という行が表示された場合は、 -z
スイ ッチを使用してデータベースを再起動します。 これによ り、 リ ンクが開始されない原
因を特定するためのデバッグ情報が表示されます。

クライアン トで通信リンクが開始されたことを確認するには ：

1．接続パラ メータに Debug=yes;LogFile=<debug filename> を追加します。[Non-Java Adaptive
Server Anywhere connect] ダイアログの [ 詳細 ] タブには、 追加の接続パラ メータを表示

するための [ ログ ・ フ ァ イルにデバッグ情報を表示 ] チェ ッ クボッ ク スがあ り ます。

Adaptive Server Anywhere サーバに対して接続を実行する と、 デバッグ ・ ログ ・ ファ イル

が作成されます。

2．ログ ・ ファ イルを調べ、 TCP/IP リ ンクを開始しています。 という行の後に TCP/IP リ ン

クは正常に開始しました。 とい う行があるこ とを確認します。 リ ンクが開始されなかっ
た場合は、 その原因を特定するためのデバッグ情報がログ ・ ファ イルに記録されていま
す。
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サーバ ・ アドレスのキャッシングサーバ ・ アドレスのキャッシングサーバ ・ アドレスのキャッシングサーバ ・ アドレスのキャッシング

Adaptive Server Anywhere サーバに接続する と、 そのサーバ名およびアドレスがローカル ・

マシン上の asasrv.ini (UNIX の場合は .asasrv.ini) ファ イルに保存されます。 このファイルを

サーバ ・ アド レス ・ キャ ッシュ と呼びます。 サーバ ・ アド レスのキャ ッシングによ り接続
パフォーマンスが向上しますが、 接続の ト ラブルシューティングが複雑になる場合があ り
ます。

こ こでは、 サーバ ・ アド レス ・ キャ ッシュの処理について説明します。

サーバ ・ マシンが特定され、 その名前およびアドレスがサーバ ・ アド レス ・ キャ ッシュに
保存される と、 それ以降の接続ではネッ ト ワーク上のすべてのマシンに対するネッ ト ワー
ク ・ ブロードキャス トが不要になり ます。 不要なブロードキャス ト をな くすこ とで、 ネッ
ト ワーク ・ ト ラフ ィ ッ クが減少し、 サーバの特定が速くな り ます。

asasrv.ini ファ イルは、通常は Windows マシン上の Adaptive Server Anywhere win32 ディレク

ト リに作成されます。UNIX マシンでは、 asasrv.ini という ファ イル名になり、ユーザのホー

ム ・ディ レク ト リに作成されます。

ヒ ン ト : サーバ・ アドレス ・ キャ ッシュ内にアドレスが保存されている と、サーバに接
続するために必要な接続パラ メータが変化するこ とがあ り ます。サーバ名およ
びアドレスは、最初に接続が成功したと きにキャ ッシュされます。それ以降の
接続では、そのサーバ名に対応するキャ ッシュ済みアドレスを使用してサーバ
を検索します。キャ ッシュ済みアドレスに接続パラ メータ以外の情報が含まれ
ている場合は、アドレスがキャ ッシュされていなければ失敗する場合でも接続
できるこ とがあ り ます。 ト ラブルシューティングの際には、接続の成功ごとに
サーバ ・ アドレス ・ キャ ッシュを削除して ください。

たとえば、 ク ラ イアン ト ・ マシンとデータベース ・ サーバがブロードキャス ト をブロ ッ ク
するネッ ト ワーク ・ スイ ッチで分離されていて、 データベース ・サーバが TCP/IP 通信リ ン

クを使用している と します。 サーバ ・ アド レスがキャ ッシュされていない場合、 最小限の
TCP/IP ホス ト ・ パラ メータを指定しなければ、 ク ライアン ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンは接続す

るこ とができません。 ク ラ イアン ト ・ アプ リ ケーシ ョ ンが接続する と、 サーバ ・ アド レス
がキャ ッシュされ、 TCP/IP ホス ト ・ パラ メータは不要になり ます。

必要なパラ メータがすべて指定されていない場合、 アドレスがサーバ ・ アド レス ・ キャ ッ
シュに保存されているために接続そのものには成功していても、 接続に問題が発生するこ
とがあ り ます。 接続試行時に目的のデータベース ・ サーバが実行されていなければ、 その
サーバはサーバ ・ アド レス ・ キャ ッシュから削除され、 Adaptive Server Anywhere が実行さ

れた後にアプリ ケーシ ョ ンがサーバに接続できな くな り ます。 設定は同一のままでアプ リ
ケーシ ョ ンを別のマシンに移動した場合にも、 接続が失敗するこ とがあ り ます。

サーバ ・ アド レス ・ キャ ッシュ ・ ファ イルは便利ですが、 キャ ッシュ内のアドレスだけを
使用してサーバに接続するこ とは避けてください。 アドレスがキャ ッシュに保存されてい
ない場合に必要な接続パラ メータを常に指定するよ うにして ください。 これによ り、 サー
バが別のマシンに移動したと きや、 サーバが削除されたと き、 または、 サーバが実行され
ていないと きに接続試行が実行されたなどによ り、 キャ ッシュ内のアドレスが無効になっ
た場合でも、 指定した接続パラ メータでサーバに接続するこ とができます。
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TCP/IP 接続失敗のト ラブルシューテ ィング接続失敗のト ラブルシューテ ィング接続失敗のト ラブルシューテ ィング接続失敗のト ラブルシューテ ィング

以下の手順では、Adaptive Server Anywhereのdbpingユーティ リティを使用してAdaptive Server
Anywhere サーバを特定するこ とができます。 dbping を使用して、 Adaptive Server Anywhere
サーバを指定された接続パラ メータに従って接続するこ とができます。 dbping で -c パラ メー

タだけが指定されている場合は、 Adaptive Server Anywhere サーバは特定されますが、 データ

ベースには接続されません。

Windows 2000 に必要なに必要なに必要なに必要な EBF

Windows 2000 上の Adaptive Server Anywhere ク ライアン ト またはサーバを TCP/IP 接続で使

用する場合のいくつかの問題は、 Emergency Bug Fix (EBF) で修正されました。 これらの修

正を適用していない Adaptive Server Anywhere を Windows 2000 上で実行する と、 TCP/IP 通

信の問題が発生するこ とがあ り ます。

手順手順手順手順 1 ： 情報の収集：情報の収集：情報の収集：情報の収集

Adaptive Server Anywhere の TCP/IP 接続失敗のト ラブルシューティングを行うには、以下の

情報が必要です。

・ Adaptive Server Anywhere サーバ ・ マシンの IP アドレスおよびホス ト名

・ Adaptive Server Anywhere サーバが使用するポート番号

・ Adaptive Server Anywhere サーバ名

以下は、 必須ではあ り ませんが有用な情報です。

・ ク ライアン ト ・ マシンと Adaptive Server Anywhere サーバ ・ マシンが異なる TCP/IP サブ

ネッ ト上にあるかど うか

・ ク ライアン ト ・マシンと Adaptive Server Anywhere サーバ・マシンの間にファイアウォー

ルがあるかど うか

・ ク ライアン ト ・マシンと Adaptive Server Anywhere サーバ・マシンの間にブロードキャス

ト をブロ ッ クするネッ ト ワーク ・ スイ ッチがあるかど うか

Adaptive Server Anywhere のののの

バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン

Windows 2000 での問題修正にでの問題修正にでの問題修正にでの問題修正に

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な ASA のバージョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ンのバージ ョ ン

EBF のビルド番号のビルド番号のビルド番号のビルド番号

6.0.3 3094
6.0.4 3701
7.0.0 503

7.0.1 1155
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Adaptive Server Anywhere サーバ・マシンの IP アドレスおよびホス ト名を特定するには、以

下のコマンドを使用します。

デフォルトでは、Adaptive Server Anywhere はポート番号に 2638 を使用します。 dbsrv7 コマ

ンド ・ ラ インで -x tcpip(port=xxxx) を指定する と、 デフォルトのポート番号が上書きされま

す。 2 つの Adaptive Server Anywhere サーバが同一マシン上で実行されている場合は、 2 つ

のサーバが同一のポート番号を使用するこ とはできません。 Adaptive Server Anywhere 7.0.0
以降では、 デフォルトの IP ポート番号が使用されている場合、 サーバは利用可能なポート

番号を自動的に選択します。Adaptive Server Anywhere サーバの IP アドレスまたはポート番

号が不明の場合は、 Adaptive Server Anywhere サーバを停止し、 dbsrv7 コマンド ・ ラインで

-z を指定して再起動します。 サーバ ・ ウ ィンド ウには、 IP アドレス 172.31.142.196:2638 で

UPD リ スナを開始しています。 という フォーマッ トの行が表示されます。

これらの行は、 サーバが受信する IP アドレスおよびポート を示します。 127.0.0.1 という ア

ド レスはループバッ ク ・ アド レスです。 ループバッ ク ・ アド レスは、 すべてのマシンでそ
のマシン自体の参照に使用できる特殊なアドレスです。 また、 0.0.0.0 という アド レスも特

殊なアドレスです。Adaptive Server Anywhere for UNIX および Adaptive Server Anywhere 6.0.0-
6.0.2 for Windows では、 IP アド レス ： 172.31.142.196 とい う メ ッセージが表示されます。

Adaptive Server Anywhere 7 以降では、 デフォルトの IP ポート番号が使用中の場合、 デフォ

ルト ・ ポートで起動できません。 ポート 49152 で起動します。 という メ ッセージが表示さ

れます。

手順手順手順手順 2 ：：：： ping を使用したを使用したを使用したを使用した TCP/IP 設定のテスト設定のテスト設定のテスト設定のテスト

クライアン ト ・マシンおよびサーバ・マシンでの TCP/IP 設定および基本のネッ ト
ワーク設定が正しいかどうかを確認するには、 以下の手順に従います。

1． ク ライアン ト ・ マシン上で、 コマンド ・ プロンプ トから以下のコマンドを実行します。

ping ＜ IP アドレス＞

たとえば、 サーバ ・ マシンの IP アドレスが 172.31.149.196 の場合は、 以下のコマンドを実

行します。

ping 172.31.149.196.

オペレーティング ・オペレーテ ィング ・オペレーテ ィング ・オペレーテ ィング ・
システムシステムシステムシステム

コマンドコマンドコマンドコマンド 備考備考備考備考

Windows 98/Me/NT/2000 Ipconfig /all "Windows NT IP
Configuration" セクシ ョ ン

の "Host Name" 行および

アダプタのセクシ ョ ンの
"IP Address" を参照

Windows 95 Winipcfg

Solaris および Linux ifconfig -a ifconfig のアダプタ情報の

"inet" 番号 (127.0.0.1 はカ

レン ト ・ マシンの参照用で
あるため無視する ) を参照

Hostname
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2． このコマンドが失敗した場合は、 サーバ ・ マシンまたはク ライアン ト ・ マシン上の IP
設定か、 ネッ ト ワーク ・ ケーブル接続などのネッ ト ワーク設定に問題があ り ます。 問題
を修正し、 ping が成功してから手順を続行して ください。

手順手順手順手順 3 ：：：： Adaptive Server Anywhere の接続のテストの接続のテストの接続のテストの接続のテスト

これ以降の手順では、 dbping を使用して Adaptive Server Anywhere サーバに対する接続を試

行します。 dbping を使用する と、 アプリ ケーシ ョ ンや ODBC 設定に関する潜在的な問題が

解消されます。

手順を以下に示します。サーバに接続するための基本的な手順ですが、以下の手順には、接
続に必要な特定の情報の一部が含まれていない場合があ り ます。hosts、 serverports などのパ

ラ メータ情報は変更されるこ とがあるため、 この基本的な手順を実行しても接続に失敗す
る場合には、 特定の情報を使用してテス ト して ください。

dbping を使用して接続を試行するには ：

1． Adaptive Server Anywhere サーバがサーバ ・ マシンで実行されているこ とを確認します。

2． ク ライアン ト ・ マシンのコマンド ・ プロンプ トで、 ク ラ イアン ト ・ プロファ イルがない
こ とを確認します (Adaptive Server Anywhere 6 のみ )。 dbstop をパラ メータなしで実行す

る と、 ク ライアン ト ・ プロファ イルが存在する場合には削除されます。

3．SQLCONNECT環境変数のセッ ト がないこ と を確認し ます。 Windowsの場合は、 SET
SQLCONNECT= を実行します。 UNIX の場合は、 実行されているシェルによってコマン

ドが異なり ます。

4． 以下のコマンドを実行します。

dbping –c “eng=<Adaptive Server Anywhere server name>;links=tcpip”

を示します。

dbping –c “eng=my_asa_srv;links=tcpip”

5．成功した場合は、 「成功した接続のパラ メータの使用」 に進みます。 この手順は、 ほとん
どの LAN 構成で使用するこ とができます。

Host パラ メータを使用したパラ メータを使用したパラ メータを使用したパラ メータを使用した Adaptive Server Anywhere の接続のテストの接続のテストの接続のテストの接続のテスト

TCP/IP パラ メータを使用せずに行ったテス トが失敗し、手順 2 が成功した場合は、Adaptive
Server Anywhere の TCP/IP Host パラ メータの指定が必要になるこ とがあ り ます。 Host パラ

メータの指定は、 ク ラ イアン ト ・マシンと Adaptive Server Anywhere サーバ・マシンの TCP/
IP サブネッ トが異なる場合、 または間にファイアウォールやブロードキャス ト をブロ ッ ク

するネッ ト ワーク ・ スイ ッチがある場合に必要になるこ とがあ り ます。

よ り詳細なパラ メータを指定してテス ト を繰り返します。 links=tcpip (Host=<IP アドレス or
ホス ト名 >) を使用します。 以下に例を示します。

dbping –c “eng=my_asa_srv;links=tcpip(Host=172.31.149.196)”
12



また、 Host パラ メータでは IP アドレスの代わりにホス ト名を指定するこ とができます。 IP
アドレスは成功するが、 ホス ト名は失敗する という場合は、 TCP/IP の設定に問題がある可

能性があ り ます。 ping < ホス ト名 > が失敗する場合は、 TCP/IP 設定にホス ト名の問題があ

り ます。

HostおよびおよびおよびおよびServerPortパラ メータを使用したパラ メータを使用したパラ メータを使用したパラ メータを使用したAdaptive Server Anywhere
の接続のテストの接続のテストの接続のテストの接続のテスト

Host パラ メータを使用したテス ト が失敗し、 手順 2 が成功した場合は、 Adaptive Server
Anywhere の TCP/IP port パラ メータの指定が必要になるこ とがあ り ます。このパラ メータの

指定は、サーバがデフォルトのポート番号を使用していない場合にだけ必要です。Adaptive
Server Anywhere 7 では、 サーバがデフォルトのポート番号を使用していない場合、 および

サーバが NetWare 上で実行されている場合にだけ必要になり ます。 よ り詳細なパラ メータ

を指定して手順を繰り返します。 links=tcpip(Host=<IP アドレス or ホス ト名 >,port=< ポート

番号 >) を使用します。 以下に例を示します。

dbping –c “eng=my_asa_srv;links=tcpip(Host=172.31.149.196;port=49152)”

port の代わりに ServerPort と記述するこ と もできます。

Host、、、、port、、、、UseUDP=no パラメータを使用したパラメータを使用したパラメータを使用したパラメータを使用した AdaptiveServer Anywhere
の接続のテストの接続のテストの接続のテストの接続のテスト

Host および ServerPort パラ メータを使用したテス トが失敗し、 手順 2 が成功した場合は、

Adaptive Server Anywhere の TCP/IP UserUDP=no パラ メータの指定が必要になるこ とがあ り

ます。デフォルトでは、Adaptive Server Anywhere ク ライアン トは UDP パケッ ト を使用して

サーバを特定します。 ク ラ イアン ト ・ マシンと Adaptive Server Anywhere サーバ ・ マシンの

間にファイアウォールがある場合は、ファ イアウォールが UDP パケッ ト をブロ ッ クする可

能性があ り ます。 Adaptive Server Anywhere の TCP/IP パラ メータである UseUDP=no は、

Adaptive Server Anywhere が TCP パケッ トだけを使用し、UDP パケッ トは使用しないよ うに

設定します。 よ り詳細なパラ メータを指定してテス ト を繰り返します。 links=TCPIP(Host=
< IP アドレス or ホス ト名 >,port=< ポート番号 >;UseUDP=no) を使用します。 以下に例を示

します。

dbping –c “eng=my_asa_srv;links=TCPIP(Host=172.31.149.196;port=49152;UseUDP=no)”

それでも接続できない場合は、 「通信 リ ンクの開始の確認」 を参照して ください。 また、
UseUDP の代わりに UDP と記述するこ と もできます。Adaptive Server Anywhere 7.0.2 以降で

は、 UseUDP パラ メータは非推奨になり ました。 UseUDP=no の代わりに DoBroadcast=None
パラ メータを使用して ください。
13



SPX またはまたはまたはまたは IPX の接続失敗のト ラブルシューテ ィングの接続失敗のト ラブルシューテ ィングの接続失敗のト ラブルシューテ ィングの接続失敗のト ラブルシューテ ィング

Adaptive Server Anywhere 6 は、 SPX をサポート していません。 Adaptive Server Anywhere 7
は、 SPX と IPX の両方をサポート していますが、 IPX は非推奨になったため、 将来のバー

ジ ョ ンの Adaptive Server Anywhere ではサポート されません。 Adaptive Server Anywhere 7 を

使用する場合は、 SPX の方が IPX よ り も効率的で信頼性が高いため、 SPX の使用をお勧め

します。 Adaptive Server Anywhere は、 NetWare ファ イル ・ サーバのバインダ リ または IPX
ブロード キ ャ ス ト を使用し て、 Adaptive Server Anywhere サーバを名前で特定し ます。

Adaptive Server Anywhere は、ほとんどの LAN では追加パラ メータなしでサーバを特定する

こ とができます。

Host パラ メータなしで接続できない場合は、 Adaptive Server Anywhere サーバのアドレスが

必要になり ます。 このアドレスを確認するには、Adaptive Server Anywhere サーバを停止し、

-z を追加して dbsrv7 コマンド ・ ラ インで -z を指定して再起動します。 サーバ ・ ウ ィンド ウ

に以下のよ うな行が表示されます。

IPX/SPX ホス ト アドレスは　 0:192:79:121:212:95/0:0:0:2 です。

このアドレスを IPX または SPX の Host=<server address> パラ メータ と して指定します。 以

下に例を示します。

dbping -c "eng=my_asa_srv;links=spx(host=0:192:79:121:212:95/0:0:0:2)"

それでも接続できない場合は、 「通信リ ンクの開始の確認」 を参照してください。
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成功した接続のパラメータの使用成功した接続のパラメータの使用成功した接続のパラメータの使用成功した接続のパラメータの使用

Adaptive Server Anywhere サーバに接続するために必要な接続パラ メータを用意したら、 そ

のサーバ上のデータベースへの接続を試行するこ とができます。 データベースに接続する
には、統合ログオンを使用しない場合は UserID および Password パラ メータが必要です。ま

た、 データベース名パラ メータも必要な場合があ り ます。

TCP/IP 接続を使用する場合の [Adaptive Server Anywhere に対する ODBC 設定 ] ダイアログ

の [ データベース ] タブで、[ サーバ名 ] に Adaptive Server Anywhere サーバ名を入力します。

また、 [ ネッ ト ワーク ] タブで、 TCP/IP を選択し、 必要な Adaptive Server Anywhere の TCP/
IP オプシ ョ ンを入力します。次の例では、 my_asa_srv というサーバに接続するため、 [ サー

バ名 ] に my_asa_srv を指定し、 TCP/IP を選択し、 Host=172.31.149.196;port=49152 という追

加 TCP/IP オプシ ョ ンを指定しています。

dbping –c “eng=my_asa_srv;links=TCPIP(Host=172.31.149.196;port=49152)”

※本書は、 米国 iAnywhere Solutions 社が作成およびテス ト したものを日本語に翻訳したも

のです。
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